
第 2 3 回 『産科医療補償制度 再発防止委員会』

日 時 : 平 成 2 5 年 5 月 2 7 日 ( 月 )
1 6 : 0 0 ~ 1 8 : 0 0

場所 : 日 本医療機能評価機構 9 階ホール

1 . 開 会

2 . 議 事

1 ) 再発防止に関する ア ンケー ト の集計結果について

2 ) ｢第 4 回再発防止に関する報告書｣ のテーマの選定について

3 ) その他

3 . 閉 会
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1 ) 再発防止に関するアンケー トの集計結果につ し 、て

( 1 ) 目 的

○ 再発防止および産科医療の質の向上の観点から 、 各分娩機関において ｢再発防止

に関する報告書｣ 等が産科医療関難系者に周知されているか、 日 々 の診療等の確認や

研修等に活用 されているか等について調査を行い、 今後の再発防止の取 り リ組みに活

かすこ と を 目 的にアンケー ト を実施した。

( 2 ) 対象

○ 産科医療ネ酬賞制度の加入分娩機関 3 , 3 1 9 施撻設の う ち 、 病院 ( 3 0 0施鏥役) 、 診

療所 ( 3 0 0施膿設) 、 助産所 (全4 4 2施設) の計 1 , 0 4 2施設を対象に実施した。

( 3 ) 実施時期

○ 平成 2 5 年 1 月 1 5 日 ~ 2 月 1 5 日

( 4 ) 調査方法

○ 病院、 診療所は無作為に抽出 したそれぞれ 3 0 0施撻設、 および助産所はすべての

4 4 2施設を対象に郵送で調査を実施した。

○ 率直な意見や感想を回答いただける よ う 無言已堆"式と した。

○ ただし、 回答者の属性が分かる よ う に分娩機関禾醐-｣、 救急指定、 周産期指定の欄

を設けた。

( 5 ) 結果

①回答率

○ 回答率は、 病院は 4 9 . 7 % ( 1 4 9件) 、 診療所は 5 0 . 7 % ( 1 5 2件) 、 助

産所は 5 2 . 0 % ( 2 3 0件) の計 5 1 . 0 % ( 5 3 1 件) であった。

○ 病院の内訳の う ち ｢救急指定｣ について、 初期救急施設は 4 % ( 6 件) 、 二次救急

施設は 5 1 % ( 7 6 件) 、 三次救繖編設は 2 2 % ( 3 3件) であった。

○ 病院の内訳の う ち ｢周産期指定｣ について、 総合周産期母子医療センターは 9 %

( 1 4件) 、 圭鋤或周産期母子医療センターは 2 9 % ( 4 3件) 、 指定な しは 6 0 % ( 9

0 件) であった。



②集言憐青果の概要

○ ｢再発防止に関する報告書｣ を読んだと回答したのは、 第 1 回、 第 2 回 と もに、

病院は約 7 0 %、 診療所は約 8 0 %、 助産所は 9 0 %であった。

○ 再発防止に関する報告書が ｢役に立っている｣ または ｢ どち らかと い う と役に立

っている｣ と 回答したのは、 病院は 6 5 . 8 %、 診療所は 6 7 . 1 %、 助産所は 8

1 . 3 %であった。 その理由 と して ｢実際の事例を基にした報告書であ り 提言内容

に説得力があるから ｣ がそれぞれ 7 7 . 6 %、 7 4 . 5 %、 7 2 . 2 % と最も多 く 、

次いで 閉園圏麻痺発症の原因や再発防止に関する新たな知見や情報が得られるから ｣ 、

｢再発防止や産科医療の質の向上につながる と思 う か ら ｣ が挙げられた。

一方、 ｢役に立っていない｣ または ｢ どち らかと い う と役に立っていない｣ と 回答し

たのは、 病院は 1 1 . 4 %、 診療所は 7 . 2 %、 助産所は 3 . 9 %であった。

○ 再発防止に関する報告書に記載されている ｢産科医療轢難系者に対する提言｣ につ

いて、 ｢すでにほ と んど取 り 組んでいる ｣ または ｢すでに一部取 り組んでいる ｣ と 回

答したのは、 病院は 6 4 , 4 %、 診療所は 6 5 . 8 %、 助産所は 7 4 . 4 %であっ

た。

( 6 ) 本アンケー トの活用

○ 本アンケー ト の結果については、 今後の再発防止の取 り 組みおよび再発防止に関

する報告書のテーマ選定の際に活用する。

○ なお、 本年 5 月 7 日 に公法◆ した ｢第 3 回再発防止に関する報告書｣ については、

アンケー ト の結果を踏まえて、 分娩機関の施編役区分に応じて複数冊の報告書を送掛寸

している。

囮國証 再発防止に関するアンケー ト の集計結果

2 ) ｢第 4 回再発防止に関する報告書｣ のテーマの選定について

( 1 ) これまで ｢再発防止に関する報告書｣ 等で取 り上げたテーマ

ー 【第 1 回】

･ 分娩中の胎児′封白数聴取について

･ 新生児蘇生について

。 子宮収縮薬について

･ 臍帯脱出について



【第 2 回】

･ 吸引分娩について

･ 常位湖錠盤早期剥離の保健蔚旨導について

･ 診療録等の記載について

【妊産婦向け提言チラシ】

1 ･ ｢常f湖錠盤早期剥離ってなに ? ｣

l ※併せて第 1 . 2 回のテーマにおける提言 (掲示用) を送淺寸。

【第 3 回】

･ 臍帯脱出について

･ 常{湖盤血早期剥離について

･ 子宮廃縮薬について

･ 分娩中の胎児!己薄白数聴取について

。 新生児蘇生について

( 2 ) 第 4 回報告書のテーマについて

○ 今回のテーマ選定に際し、 事前にご意見を聴取した。

窿囮圃 ｢テーマに沿った分析｣ に関する意見シー ト

( 3 ) これまでの委員会におけるテ…マ選定に関する主な凸意見

○ これまでに取 り 上げたテーマも定期的に分析し傾向をみてはど う 力も

○ これまでに取 り 上げたテーマを再び分析するにあたって、 4聖数だけを掲載する と

数字が一人歩きする こ と が懸離されるため、 件数"だけではな く 丁寧な分析が必要で

ある。

○ 取 り ま と めにあたっては、 学術的根拠が必要なもの と 、 現在このよ う な こ と が起

こ っている と い う情報提供と を分けて考える必要がある。

○ 再発防止委員会から提言したこ と が実際の医療現場にどのよ う に反映されたか評

価し、 フ ィ ー ドバッ クする必要があるのではない力、

○ 胎児′軒白数陣痛図については、 他のテーマ と も関連させて取 り 上げてはど う か。

○ 将来的には、 正常分娩のデータ と の比較が必要である。

3 ) その他
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再発防止に関するアンケート集計結果

基本情報
1 . 情 むごン べきじトミ ミ君主“" "≧ ゼミき← ,へ義双童ふ た詩 "

件数

300

%o

24 , 9%

1 8 . 0%

1 00%

3 1 4%

病院 1 ,206

1 , 6 7 1

442

3 ,3 1 9

300

442

1 ,042

診療所

助産所

合計

2 . 集計結果

※無回答があるため 、 各回答の合計が回答数と一致しないものがある 。
総数

問 設問 選択肢 病院 診療所 肋産所 (参考)
件数 ← 講 、 件数 、 -巡 ＼＼ 件数 艶き、 件数 ＼熟さ

1 . ｢第 1 回 再発防止に関する報告書｣を読んだ 1 09 で蘂.亥 1 2 6 ゞ蘇我 20 7 ミ製粉 ‘ 惨 442

『再発防は関する報告書｣やAo版チ 2 ‐ ｢第2回 再発防止に関する報告書｣を読んだ =陰舒毬が 1 2 7 翌嬰室 207 ･割ゆき 445

聞 醗酵鞭撻議会講義藁離職“讐様へ 常岡台盤早期剥離ってな 慨 蘂逆 辞囃さ 2畔難 解
(複数回答可)

4 ･ ｢再発防止委員会からの提言｣を読んだ 1 0恒燒轟然 1 1 2 麓翼藷~ 200 ･≦翔 が 4 1 3

鶉熟も読“““ない ' ･ 濃≦ミ 極箋選 ま畿 23

｢再発防止に関する報告書一樹妊産婦 1 . 知っており 、 見たことがある 48 還名残 ミ 34 べ き失態 68 響遼 1 50

朧纖灘熟議“滋騨馳紗心総見繃執溜 諄裂響節饗硼 撻 1 99
掲載されていることはご存知ですか 。ていることばご存知ですか o 3知らなか。た 59 》,趣き 60 翼痰壷. 6 3 選も鉋蓉 酸

1 ‐ 院内で回覧した 48 麹挽き 54 ミ礬ささ 9O 滋礬譲 1 92

2 ･ スタが閲覧できる場所に置K梵 47 灘さM横麹興さ 9轉姿態 騰
3 ･ 日 々 の診療等の確認に活用 して し ･る 25 騒ぎ 45 ぶ議定 66 該麟 筋

間 馨再発防導こ関する報告書｣ をどのよう 仝 △ “ . , 、 禁ぐ濃ふ べ 2o ミ義 熱 52 溜れ8ミ ー o 1
3 檄数回答可 ) o ･ ^ } レ ^

5活用 してし 、ない 2 8 ･ / 鰤證券 } 2 l 翼斧ゼミ 1 1 過灘二 ･ 6 0

6今後活用する予定であ郁 ミ皺 2増さ赫蓬殺 嘩濾せ 55
7 . その他 8 薄茶ミ~ 3 で欲さ 1 9 趨き 炎 30

｢ 7 . その他｣ の主な内容

< 回答者本人のみ活用した>
0一人の肋産所なので 自 身で活用 した 。

<関係者に周知した>
0連携医療機関の希望するスタッフへ貸 し出 している 。

<妊産婦に周知した>
0妊婦が常に閲覧できる場所に設置し説明している 。
<妊産婦に周
0妊婦が常に閲
0保健指導時に
0母親学級で説

に使用 している 。
兇明 している 。



総数

問 設問 選択肢 病院 診療所 肋産所 (参考)
件数 . "ご※ " 件数 瀞~怖さ 件数 達翳 さ 件数 選% き

問
4

1 . 役に立っている

2 . どちらかというと役に立っている

｢再発防止に関する報告書｣ は役に
ていますか 。

3 . どち ら とも言えない

4 . どち らかというと役に立っていない

5 。 役に立っていない

48 3密会へ 55 部6.2み^ 1 3 2 越野豆夢廉庭 2 35

50 誤 荻ば 47 憲一ao. 9 ミ 5 5 【望ま9 さ 1 52

33 き滋姦 、 3 5 薄い範≧穫CI ~ 2 9 ぶ 然 こ 9 7

4 逢2溌 ク 仏 5 7 、ゞ8刃 黎 1 6

1 脳性麻痺発症の原因や再発防止に関する新
たな知見や情報が得られるから

2 , 実際の事例を基にした報告書であ り提言内容
に説得力があるから

問4で

彎 益繊醒蜜蝨!空襲と残るとき 3 ‐ 日 々 の診療等の確認に活用できるから4 . 自 施設での研修会 ･ 勉強会等に活用で
(複数回答可) ら

6 . その ｣ の は内

4 . 自 施設での研修会 ･ 勉強会等に活用できるか
ら

5 . 再発防止や産科医療の質の向上につながる
と思うから

6 . その他

1 3 も 2 涌 き } 6 を をぼ く , 2 きb鱗雲 ‐ 2 1

5 3 4 . ペ タ‐ 6 3 ^ くめ1 ゞ8 ト 1 1 7 翼621は 23 3

7 6 77 6 ~ご 7 6 ラヌ ‐6さ 1 3 5 か は2 28 7

48 ミ盤49辺 盈 を 6 7 ゞ週お導き 9 6 、5 、 導 入 き 2 1 1

2 8 型8趨 き ~ 4 7 64 メ蝨 浮ぼ 1 3 9

54 専巍主 53 滋2‐q き 1 3 2 コ黛爲 し 23 9

3 糧 毬 1 対 1 ミ＼ ゆき 5 ミ ･2浮ぶ 9

< 自 身の知識の向上に役立っている >
0助産所なので提携する医療機関へ連携するタイミングを決断するために有用である 。

<他の医療従事者への普及 ･ 啓発に役立っている >
○様々なレベルの医療者に有用である 。
○外部の研修会で活用 している 。

<妊産婦への啓発に役立っている>
0妊婦教室での説明に有用である 。
0母親学級での話がふくらむ 。

1 脳性麻痺発症の原因や再発防止に関する新 在 消燈だ 、 ‐ “ ＼遼浅津 Q -ぬぬ ぬ ~ 1 ず
　 　　　　　 　 　　　 　 　　　 　 　たな知見や情報が得られないから

2 。 提言内容に納得できないから

問4で

3 , すでに同様の研修会 ･勉強会等を行っている
から

臨ま蓑巍離離郷をゞ套 4 . 蛾診蹴確認に活賎心焼
く複数回答可)

5 . 報告書の構成や内容が分か り に〈いから

6 . 再発防止や産科医療の質の向上につながる
と思わないから

7 . その他

〇 ど き]刃 な 2 ′ 篦濯ぐ 1 ＼顎蓬‐ 3

1 ミ 戲 ミ 4 逡は ｣ ) 1 き1 1 1 ＼‐ 6

5 二29 4ご 1 ＼ 9も譲 1 解 約 コ ミ 7

1 ｣事 跡ご 4 楚ミ今 銑議 もし 3 くぶ83、3 ミ 8

5 k辺9 ,4 ゞ ‐ 2 講眩2" 4 ミ 滋4導 ァ =

フ , の ｣ の は 谷

0少人数の正常産だけ扱っているので 、 参考程度にしたい 。
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総数

間 設問 選択肢 病院 診療所 助産所 (参考)
件数 参 % 、 件数 き 楚 ミ 、 件数 逝 き 件数 "笹

1 , すでにほとんど取り組んでいる 49 ぐ滋稀野へ 3 2 汝1話 も 83 ＼一86\事 1 64

' “““ ‐ --“‘“讐ロ..“‘#すでに-部取 り組んでいる 47 が艫響8 ぎ漕ぎ 88 僕議さ 2o3
　　　　　　　　　　　　　　　 　　 　 　 　 　 　　　 　 　　　3 まだ取 り組んでしぬいが、 これから取 り組む予 雍礬8き、 幻 滋養逡 呻昶糞樹 1 8定である

“ ･ 取 り組む予定轉“ 6 蓬態と 6 $き318 2 濃嘉さ 1 4

蘭学纖講書星野発舘茴胴再再発発防防驚き# 良いと思う 98 熟談 さ 9 8 濃淡瀞 65 謡琴鎚熱 し 3 6 1
雰罐讓鮴轢曇饌あ 2 ‘ 霧杜勝と良陀思務醸さ 3 1 議さ淳 ミ満遊

騨 蛋澱競藁覊麗 3 ･ 霧とも言減筋醸き 継襲 2ギ選ぶでき
から半年後を 目 処に ｢再発防止委員会 1 爾ヌ 鰈ぬ筑髯 2 裁き、 3からの提言｣を改めて送付することとし 4 , どち らかというと良いと思わない
てお ります 。 今後も同様に送付すること

についてどのよう に思われますか o 5良いと思わな '褻ミ 2 き導き、 3 うきききゞ 7
1 . 妊産婦への保健指導の際に活用 している 29 認P 蚤が 3 7 韓銑際 1 28 ぶ痴漢ふ 1 9 4

“““““ ･捌口“産“鰊~ 2 ･ 待合室などに置艾矯 瑳離洲懐鰹ミ 93 轢き華

麗瀦讓慈搬部今後活用する予定である 麓ミ、 癒も 参8 議続き(複数回答可) 4活用 していない

5 その他 6 gぬけ･ ぶ 8 さ再コが " ' ' 9 ミが繁美 23
｢ 5 . その他 ｣ の主な内容

0診察室に掲示している 。
0スタッフの勉強会で使用 している 。
0 自分が時々読み返し 、 忘れないようにしている 。

端鞭膿驚いてはすでに院内で保健指 1 8 鬘き泓 灘礎 絶 滅ミ 50
問9で

脇活用していない｣ とご回答され樅‐ 記載の内容が妊産婦を不安にさせると思うか 橇透き “ きき 1 3 球 へ請 44
(複数回答可)

ら

3 . その他 1 0 認 めで 6 蝉 4. 勾と き 4 M 6 0 一 2 0

3 , その ｣ の

0元々 リスクのある妊婦には必ず説明している 。
0陣痛や少量の出血は正常の妊婦の大半が妊娠中 に経験するため役立たない 。

1 妊産婦の見えるところ (待合室など) に掲示し 5 7 もぎ鰹《 鮴翌9が 82 >謙澄ま 脳ている ゞ髯さ捲 こ ~訟'" ‐

膿壤鰹讓饗聡2 ‐ 今後掲示する予定である 讓濶義疑問叢 畠倉a 示 ていない= 活用されましたか 。 a 掲示していない
(複数回答可)

2 機璋薄藝 3 訟 ぬ選 , 1 6 等謎はぎ 2 1その他

4 , の ｣ の

0掲示だけではなく 、 診察時に丁寧に話している 。
0産科医療補償制度の説明時に話をしている 。
0母親学級で活用 している 。
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総数

問 設問 選択肢 病院 診療所 肋産所 (参考)
件敷 い麩き 件数 .ゞ、翻さ ＼ ^ 件数 ,證逮ゞ 件数 ぽ き ざ郭で

1 言瑯の内容についてはすでに院内で保健指
導を行っているから

問 1 1 で 2記載の内容が妊産婦を不安にさせると思うか 1 4
問 『 3 . 掲示していない｣ とご回答された ら

1 2 理由 1 9(複数回答可) 3 . 掲示するスペースがないから

4 . その他

4 . その他｣ の主 ぼ内

2 1 を8 2 ミ･ 30 ご ; 塵 登 ･ 9 ミ 40 舛獄は 9 1

34 48‐6 ＼ 34 3 漣 きゞ 8 2

24 潟粉 戲で 3 6 ぬきβ .辞~ 7 9

1 2 ゞ2" ･8 法 ･ 9 1 6 姿 ご と 《 、 き 3 7

0健診を受けていれば事前に診断できるかのような誤解を与える可能性がある 。
0早期剥離以外にも注意すべき疾患は多々 あり 、 これだけをポスターにして啓発する理由がない。
0胎盤早期剥離を疑う程の出血や腹痛があれば 、 受診中の医療機関に必ず問い合わせる はずである 。
OA3版ポスターは大きいのでA4版チラシを使用 している 。

1 . 数量的 ･ 疫学的分析の集計表 (第 1 1 2回報告
書)

2 . 脳性麻痺発症の主たる原因 (第2回報告書)

3 . 分娩中 の胎児心拍数聴取について (第 1 回報
告書)

新生児蘇生について (第 1 回報告書)

輻離婚覊選ぼ篠酵議す痰で特 5 ‐ 子宮収縮薬について (第 1 回報告書)6 . 臍帯脱出 について (第 1 回報告書)

7 . 吸引分娩について (第2回報告書)

8 . 常位胎盤早期剥離の保健指導について (第 2
回報告書)

9 , 診療録等の記載について (第 2回報告書)

1 0 . 特に関心をもった内容 ･ テーマはない

間 今後 、 ｢再発防止に関する報告書｣等で取 り上げて欲しいテーマについてご記入ください 。
1 4 (記入あ りの件数)

40 滝公望6うばき 3 9 淺翌風アミ 1 00 43“5 、 1 7 9

8 5 ょ 全額とぼ 85 頌5導こ' " 1 5 5 %一環‐4さ 3 25

8 0 ざ8鰡 ^鍬/◇ 8 2 ぜ!“ 3粉ミニ 1 7 3 諄6逡 ＼ 3 3 5

7 5 裔は ＼ 8 6 渋る≧5 6》 6 も 1 5 8 〔公 鰐が 3 1 9

7 5 薄O S き" 6 7 峰総発く ･ 9 2 ず虻!ぬき 234

6 6 鱗嵐乱3 64

7 1 怒4次浮き 7 0

7 1 つ 逐 一 諺 "へ 6 3

53 幾8S》6だ、 5 3

1 7 縦王 - ゞ 9

1 23 ゞ遠3濁套‐ 25 3

7 7 ＼3 ぁ ゞ 2 1 8

1 5 9 も證鰓 "ぐ 29 3

1 25 露4導き 23 1

2 義 ミ 28

2 3 ヌ 舷滋 、 1 8 割下8 ‐ 44 声; 乳宝も 85

羊水墓桧について ( 5件)
早期母子接触について (4件)
感染について (4件)
産科出血について ( 4件)
生児管理について ( 4件)

妊娠高血圧症候群について ( 4件)
TO LAC (帝王切開既往妊婦の経腟分娩) について ( 3件 )
吸引 ･ 鉗子分娩、 ク リ ステレル胎児圧出法について ( 3件)
子宮収縮薬について ( 3件)
常位胎盤早期剥離について ( 3件 )
妊産婦への保健指導について ( 3件)

｢再発防止に関する報告書｣の送付部 1 . 十分である
間 数についてお伺いします 。 報告書は各
1 5 分娩機関に 1 冊ずつ送付してお ります
が、 十分でしょうか 。 2 . 足 りない (※次頁参照 )

人員配置について ( 2件)
胎児心拍数モニターについて ( 2件 )
医療介入について ( 2件)
休 日 ･ 夜間の診療体制について ( 2件)
これまでに取 り上 げたテーマの継続的な分析について ( 2
件)
子宮破裂について ( 2件)
人工破膜について ( 2件)
分娩誘発 ･ 促進について ( 2件)
母児間輸血症候群について ( 2件)
無痛分娩について ( 2件)
臍帯関連について ( 2件)

6 7 対｣ ‘ ＼ 匙 1 02 ぺ ･船越溝協会炙 2 1 2

7 6 ミコ ÷0 な 45 ゞ墾 姿き 1 4

3 8 1

1 35

4



総数

問 設問 選択肢 病院 診療所 肋産所 (参考 )

件数 差さ眺総 件数 "薄弱濃く , 件数 ≦会義父巡れ逡どを 件数 凝滞えさ
その他 、 ｢再発防止に関する報告書｣や I 妊産婦の皆様へ 常位胎盤早期剥離ってな

問 に ? ｣ ･ ｢再発防止委員会からの提言』こっいてご意見 ･ ご要望がございましたら 、 ご記入く = そ藷敲き{ 1 。 説をき 畭 ぐ擬裕樹. の 、雛餐き
I ′ .講義さき - ひ き橡せまミ W しく“曇部翅 A Z きき ミぬMふも1 6 ださい 。

(記入あ りの件数)

主な内容

<報告書や再発防止の取組を評価する意見 ( 25件) >
0助産学生の教育でも活用している 。
0事例は教科書以外 目 にする機会がなかったので 、 大いに役に立っている 。
0ポスターは常に妊産婦の 目 に触れ、 それを見ながら説明するので説得力がある 。
0 日 々 の仕事の 中で安全管理の点を再確認 ･ 再認識するためにも大変有用である 。

<報告書や再発防止の取組の改善を求める意見 ( 1 8件) >
0不用意に何でも掲示して不安を与えるべきではない 。
0胎盤早期剥離や臍帯脱出は数十年前から周産期医療の主要課題であ り 、 産科医療補償制度によって初めて注 目 されたかのような考え
は 、 正 しい周産期医療の歩みをゆがめる恐れがある 。
0ポスターや妊産婦向 けのチラシは 、 もう少し簡潔で平易な表現で作成して欲しい 。
0恐怖心を与えない保健指導のあ り方についてのパンフレッ トやチラシを作成して欲しい 。
0 リスクのない妊産婦でも起こるのは生活習慣が関係しているのではないか。 その点も分析するとよ り 良い指導ができる 。

< その他 (49件 ) >
○脳性麻痺や早期剥離をなくす努力 は必要だが、 今の医療水準では限界があることを一般の人にも周知すべきだと思う 。
0もっと一般の方が関心を持って産科医療をみつめて欲しいので 、 情報を広く世間に周知 して欲しい 。

問 1 5 報告書の必要部数

病 院 診 療 所 助 産 所

件 数 %o 件 数 %o 件 数 %o

十 分 で あ る

( 1 冊 )
6 7 4 5 , 0 % f 0 2 6 7 1 % 2 1 2 9 2 , 2 %

2 冊 1 5 1 0 . 1 % 1 9 1 2 . 5 % 1 0 4 . 3 %

3 冊 3 5 2 3 , 5 % 1 9 1 2 . 5 % 3 1 . 3 %

4 冊 4 2 . 7 % 0 . 7 % 0 0 , 0 %

5 冊 1 5 1 0 . 1 % 4 2 . 6 % 1 0 . 4 %

6 冊 0 0 . 0 % 0 0 . 0 % 0 0 , 0 %

7 冊 2 1 . 3 % 0 0 . 0 % 0 0 . 0 %

8 冊 0 0 . 0 % 0 0 . 0 % 0 0 . 0 %

9 冊 0 . 7 % 0 QO % 0 0 . 0 %

1 0 冊 2 1 ‘ 3 % 1 0 . 7 % 0 0 . 0 %

1 5 冊 0 . 7 % 0 0 . 0 % 0 QO %

5
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